
1992年出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
九
月
を

一
九
九
二
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
中
山
誠
二

・
丸
山
哲
也

・
小
林
健
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
ぞ

一
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

二
本
柳
遺
跡
は
、
甲
府
盆
地
西
郡
を
流
れ
る
御
勅
使
川
と
滝
沢
川
が
つ
く
る

一局
状
地
の
扇
端
部
、
標
高
二
六
〇
ｍ
前
後
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
遺
跡

周
辺
は
古
く
か
ら
湧
水
に
恵
ま

れ
、
ま
た
湧
水
か
ら
の
小
河
川

が
幾
筋
も
流
れ
、
北
部
は
果
樹

園
地
帯
、
南
部
は
水
田
地
帯
と

な

っ
て
い
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
甲
西

バ

イ
パ
ス
建
設
に
伴
い
、　
一
九
九

一
年
九
月
か
ら
山
梨
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
た
。

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
砂
礫
層

・
ン
ル
ト
層

。
粘
土
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ

の
間
に
二
層
か
ら
三
層
の
文
化
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
古
代
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
水
田
跡
、
戦
国
時
代
の
溝
、

井
戸
、
木
棺
二
基
が
発
見
さ
れ
た
。
溝
、
井
戸
は
、
戦
国
時
代
の
水
田
が
氾
路

に
よ
り
埋
没
し
た
後
、
堆
積
し
た
砂
課
層
の
上
か
ら
掘
込
ま
れ
て
お
り
、
漆
抗
、

常
滑
焼
の
甕
、
か
わ
ら
け
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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⑤

　

「
（梵
宇
）
何
処
有
南
北
　
□
」

∞
∞
卜
×

∞
⇔
×

］

　

〇
い
μ

ω
は

一
号
木
棺
で
、
縦
八
〇
伽
、
横
五
五
蝕
、
高
さ
二
〇
伽
で
、
底
に
板
を

四
枚
敷
い
た
後
、
側
板
を
は
め
込
ん
だ
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
砂
礫
層
の
上
圧

で
蓋
板
が
崩
れ
落
ち
て
い
た
。
蓋
板
に
は
梵
字
が
、
側
板
に
も
梵
字

・
傷
文
が

書
か
れ
、
稲
穂
を
の
せ
た
か
わ
ら
け
、
古
銭
六
枚
、
数
珠
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
二
号
木
棺
に
も
梵
字

・
偶
文
が
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
判
読

は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
梵
字

・
傷
文
は
真
言
密
教
で
用
い
ら
れ
、
元
興
寺

所
蔵
の

『
入
棺
作
法
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
の
東
側
で
は
、
近
在
す

る
法
善
寺
の
子
院
で
、
武
田
信
玄
の
祈
願
寺
で
あ
っ
た
福
寿
院
の
一
部
が
調
査

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
寺
院
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
溝
は
福
寿
院

の
寺
域
境
を
示
す
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き
く
、
信
玄
の
影
響
の
も

と
に
、
子
院
の
中
で
も
広
大
な
寺
域
を
誇

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
号
木
棺
か
ら
は
②
を
⑥
の
四
点
の
呪
符
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
③
④
０

に
は

一
号
木
棺
の
側
板
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
掲
文
が
書
か
れ
て
い
る

の
が
読
み
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
②
に
は

「迷
故
三
界
城
」
が
書
か
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
回
出
上
し
た
資
料
は
現
在
分
析
の
途
中
で
あ
り
、
判
読
不
可
能
な
文
字
や

解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
し
か
し
今
回
の
よ
う
に
中
世
の
木
棺
が
ほ

ぼ
完
全
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
中
世
の
葬
送
儀
礼

の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

藤
澤
典
彦

「
元
興
寺
所
蔵
葬
送
関
係
次
第

『
入
棺
作
法
と

Ｇ
元
輿
寺
文
化
財

研
究
』
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
通
信
四
一
　

一
九
九
二
年
）

五
味
信
吾

「
福
寿
院
に

つ
い
て
」
（山
梨
県
激
育
委
員
会

『
二
本
柳
遺
跡
』

一
九

九
二
年
）

（小
林
健
二
）
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